
令和５年度９月補正予算案の概要 

９月補正予算案では、地方創生臨時交付金を活用した電力・ガス・食料品等価格高騰対策

に取り組むとともに、脱炭素など基本戦略の推進に向けた取組、国の当初認証に合わせた対

応など必要な事業費を補正します。 

【歳入歳出予算補正】

一般会計  25事業   8,895百万円 

【債務負担行為補正】

予算外義務負担の追加 ３件（一般会計２件、特別会計１件） 

変更 ４件（一般会計） 

※各項目で四捨五入等を行っているため、合計が一致しない場合があります。

※網掛け部分が当局所管

１．一般会計歳入歳出予算補正

（１） 電力・ガス・食料品等価格高騰対策 10事業 3,856百万円 

ア 児童福祉施設等物価高騰対策支援事業 755百万円〔県費48 一般財源707〕 

物価高騰等に直面している市内の児童福祉施設等が各種サービスを安定して行うために、

令和５年度５月補正に続き、光熱費等及び食材費の高騰に対する支援を行います。 

◆実施概要

・対象施設等：認可保育所 807か所、幼稚園（私学助成園は食材費のみ対象）220か所、認

定こども園67か所、地域型保育事業所264か所、横浜保育室12か所、認可外

保育施設359か所、病児・病後児保育室29か所、親と子のつどいの広場75か

所、放課後児童クラブ219か所、児童養護施設等35か所、里親家庭約100世

帯、子育て短期支援事業者19か所、障害児入所・通所施設799か所 等 

・対象経費：各種施設の光熱費等及び食材費

・補助額：各施設の実績などをもとに算出した光熱費等及び食材費相当額に、物価高騰の

影響を乗じた額を単価（１人当たり、１施設当たり等）とし、６か月分を支給 

・対象期間：令和５年10月～６年３月

◆補正内容

児童福祉施設等に対する光熱費等及び食材費の支援の実施にかかる事業費を補正

市第 42号議案 令和５年度横浜市一般会計補正予算（第３号）（関係部分） 

令 和 ５ 年 ９ 月 1 9 日 
政策・総務・財政委員会 
配 付 資 料 
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イ 社会福祉施設等物価高騰対策支援事業        2,016百万円〔県費1,034 一般財源982〕 

 

物価高騰等に直面している市内の社会福祉施設等が各種サービスを安定して行うために、

令和５年度５月補正に続いて、光熱費等及び食材費の高騰に対する支援を行います。 

 

◆実施概要 

・対象施設：高齢者施設等 約6,400か所、障害者施設等 約3,500か所、救護施設 ２か所、 

更生施設 ２か所 

・対象経費：各種施設の光熱費等及び１日３食提供する入所施設における食材費 

・補助額：施設種別ごとの実績をもとに算出した光熱費等及び食材費相当額に、物価高騰

の影響を乗じた額を単価（１人当たり、１施設当たり）とし、６か月分を支給 

・対象期間：令和５年10月～６年３月 

 

◆補正内容 

  社会福祉施設等に対する光熱費等及び食材費の支援の実施にかかる事業費を補正 

 

 

ウ 民間社会福祉施設整備における建築資材価格高騰対策支援事業 

648百万円〔県費27 一般財源621〕 

 

本市からの整備費補助などにより進められている民間社会福祉施設整備について、物価高 

騰による施設整備への影響に対処するため、建築資材価格の高騰相当分の支援を行います。 

 

◆実施概要 

     ・対象施設：ア 保育所等整備：214 百万円 

①認可保育所等（34施設） 

認可保育所、横浜保育室の認可移行支援、 

中規模改修による既存活用推進事業、幼保連携型認定こども園への移行 

②地域型保育事業所（25施設） 

小規模保育事業、家庭的保育事業 

③保育所老朽改築（７施設） 

イ 高齢者施設整備：434百万円 

①特別養護老人ホーム（12施設） 

②小規模多機能型居宅介護事業所（６施設） 

③認知症高齢者グループホーム（４施設） 

・補助額：既存の整備費補助単価に建築資材等の実質上昇率7.5％等を乗じた額 

・対象期間：令和５年４月～６年３月 

 

◆補正内容 

  民間社会福祉施設整備に対する支援の実施にかかる事業費を補正 
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エ 公衆浴場燃料価格等高騰対策臨時支援事業             122百万円〔一般財源〕 

 

燃料価格高騰などにより依然として厳しい状況が続く市内一般公衆浴場に対し、市民の公

衆衛生の向上と増進の観点から、事業継続のため燃料価格高騰分を、令和５年度５月補正に

続いて支援します。 

 

◆実施概要 

・対象施設：市内一般公衆浴場 ※50施設 

※公衆浴場法に規定する公衆浴場であって、物価統制令に基づき入浴料金が

定められた施設 

・対象経費：燃料費及び光熱費 

・補助額：対象期間の燃料費等のうち、価格高騰分を補助 

・対象期間：令和５年10月～６年３月 

 

◆補正内容 

市内一般公衆浴場に対する支援の実施にかかる事業費を補正 

 

 

オ 医療機関物価高騰対策支援事業                  282百万円〔一般財源〕 

 

物価高騰等に直面している市内の病院が、医療の提供を安定して行うことができるよう、

令和５年度５月補正に続いて支援を行います。 

 

◆実施概要 

・対象施設：市内の病院 ※132施設 

※20床以上の病床を有する医療施設 

・支援額：１床あたり10,000円 

・対象期間：令和５年10月～６年３月 

 

◆補正内容 

市内の病院に対する支援の実施にかかる事業費を補正 
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カ 畜産業者物価高騰対策支援事業（市内産農畜産物の生産振興事業）    33百万円〔一般財源〕 

 

家畜の配合飼料や牧草の価格高騰に直面している市内畜産業者の経営を支援するために、

令和５年度５月補正に続いて、配合飼料や乾牧草の価格上昇分に対する経費の一部を補助し

ます。 
 

◆実施概要 

     ・補助対象者：県の「畜産業物価高騰対応費補助事業」の対象となる市内畜産業者 

     ・対象経費：令和５年10月から６年２月までの飼料（配合飼料、輸入乾牧草）購入経費 

     ・補助額：基準とする価格から、現在の価格との差額（上昇分）のうち、1/2相当を補助 

          （補助上限額1,000万円/件） 

     ・実施期間：令和５年10月～６年３月 

 

◆補正内容 

     市内畜産業者に対する配合飼料等の支援実施にかかる事業費を補正 

 

 

（２） 脱炭素など基本戦略の推進                        ４事業 190百万円 
 

ア 子育て世代への住宅省エネ化支援等（住宅施策推進事業ほか１事業） 

110百万円〔国費45 諸収入1 一般財源64〕 
 

子育て世代の市内への転入・定住の促進及び省エネ性能のより高い住宅の普及のため、５

年度当初予算で実施した住替え費用の補助を追加し、あわせて普及啓発を拡充します。 

 

◆実施概要 

 ①子育て世代定住促進モデル事業（住宅施策推進事業） 100百万円 

・実施内容：子育て世代が行う最高レベルの断熱性能を備えた省エネ住宅等への住替え

に要する費用の一部を補助 

・補助対象者：令和５年４月１日時点で18歳未満の子を有する世帯又は夫婦のいずれか

が49歳以下である世帯 

・補助要件：次のいずれかの住宅への住替えを行うこと 

            ①新築型 …国が定める断熱等性能等級６又は７※の省エネ性能を有して

いる住宅 

                  ※住宅の外壁、窓などの断熱性能が最高レベルのもの 

            ②リノベ型…窓など全ての開口部が断熱改修（ZEH※レベル以上）されてお

り、新耐震基準に適合している住宅 

                  ※年間のエネルギー消費量の収支を実質ゼロとすることを目

指した住宅 

・補助額：最大100万円（基礎額70万円＋市外からの転入の場合30万円を加算） 

・補助件数：今回補正追加件数 100件（５年度当初予算と合わせて、200件） 

・実施期間：令和６年３月まで 

 

②省エネ住宅普及促進事業 10百万円 

 事業者と連携した省エネ住宅普及促進の取組及び広報等を拡充 

 

◆補正内容 

  住宅の省エネ化支援実施にかかる事業費を補正 
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イ プラスチックごみ分別・リサイクル拡大に向けた広報啓発事業（３Ｒ広報啓発事業ほか１事業）       

80百万円〔一般財源〕 

 

脱炭素社会の実現に向けて、現在、分別・リサイクルを行っているプラスチック製容器包

装に加え、プラスチック製品も対象とする分別・リサイクルの拡大について令和６年度中に

市内一部地域で開始を予定しています。 

市民の皆様の協力を得られるよう、分別ルールを丁寧に周知します。 

 

（参考）プラスチックごみの分別・リサイクル拡大の概要 

     

 

 

 

 

 

・開始時期：令和６年10月 一部地域で先行実施 

令和７年４月 全市域で実施 

・収集手法：プラスチック製容器包装の収集日に合わせ、プラスチック製品を「プラスチ

ック資源」として収集 

・取組の効果：脱炭素社会の実現に向けた市民意識の醸成と具体的な行動変容 

・ごみの焼却量が約２万ｔ削減 

・温室効果ガス排出量が約4.7万ｔ-CO2削減 

 

◆実施概要 

    ・内容：①住民説明会の実施 

②店頭、駅頭及びごみ集積場所における広報準備 

・説明開始時期：令和６年１月～ 

 

◆補正内容 

  令和６年度開始予定のプラスチックごみ分別品目拡大の広報啓発にかかる事業費を補正 

 
 
（３） その他の事業補正                        11事業 4,849百万円 
 

ア 新規就農者育成総合対策費（農政推進事業）               11百万円〔県費〕 

 

新規就農者の経営を支援するため、機械・施設等の導入にかかる経費の一部を補助します。 
 

◆実施概要 

・補助対象者：就農時の年齢が原則 50 歳未満であり、事業実施年度中に農業経営を開始す

ること等の要件に当てはまる新規就農者  

・対象経費：機械及び施設等の取得や改良 等 

・補助額：対象経費のうち、3/4以内を補助（補助上限額 750万円/人） 

・実施期間：令和５年 10月～６年３月 

 

    ◆補正内容 

     新規就農者に対する機械・施設等の導入支援実施にかかる事業費を補正 

  

現在 拡大後 

プラスチック製容器包装 

例）食品トレイ、洗剤ボトル、 

卵パック、調味料チューブなど 

プラスチック製容器包装に加え、

プラスチックのみでできた製品 

例）バケツ、洗面器、プランター、 

食品保存容器、ストローなど 
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イ 街路整備費                    1,751百万円〔国費963 市債787 一般財源1〕 

 

国庫補助事業の認証が当初予算に比べ増額となったことに伴い、相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅

付近）連続立体交差事業について、事業費を追加します。 
 

◆補正内容 

  相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅付近）連続立体交差事業にかかる工事費を補正 

 

 

ウ 土木関係修繕費                         40百万円〔国費20 市債20〕 

 

国庫補助事業の認証が当初予算に比べ増額となったことに伴い、汽車道・運河パーク遊歩

道の補修について、事業費を追加します。 

  

◆補正内容 

 汽車道・運河パーク遊歩道にかかる補修費を補正 

 

 

エ 本牧ふ頭再整備事業                        190百万円〔国費95 市債95〕 

 

国庫補助事業の認証が当初予算に比べ増額となったことに伴い、本牧ふ頭岸壁の補修につ

いて、事業費を追加します。 

 

◆補正内容 

 本牧ふ頭の岸壁にかかる補修費を補正 

 

 

オ 大黒ふ頭自動車専用船岸壁改良事業               36百万円〔国費12 市債24〕 

 

国庫補助事業の認証が当初予算に比べ増額となったことに伴い、大黒ふ頭自動車専用船岸

壁の照明施設整備について、事業費を追加します。 

  

◆補正内容 

 大黒ふ頭自動車専用船岸壁の照明施設にかかる整備費を補正  

 

 

カ 市立学校ブロック塀対策事業             49百万円〔国費16 市債36 一般財源▲3〕 

 

国庫補助事業の認証が当初予算に比べ増額となったことに伴い、市立学校ブロック塀の整

備について、事業費を追加します。 

 

◆補正内容 

  市立学校ブロック塀にかかる整備費を補正 
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キ 介護サービス継続支援事業                       3,365百万円〔県費〕 

 

新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、介護サービス事業所等が必要なサービス

を継続して提供できるよう、国要綱に基づく助成金を増額します。 

 

◆実施概要 

・対象施設：令和４年４月１日以降に、コロナ対応を実施した高齢者施設及び事業所 
・対象経費：職員が陽性者となった際の代替職員確保や事業所内の消毒等、サービス提供

の継続のためのかかり増し経費 
・補助額：次の①②の総額を補助 

①国が定める施設種別ごとの基準額 
②基準額を超える分の経費のうち、国が認めた個別協議額 

・対象期間：令和４年４月～６年３月 
 

◆補正内容 

  介護サービスの提供体制確保にかかる事業費を補正 

 

 

ク 松風学園改築・改修事業              ▲107百万円〔市債▲106 一般財源▲1〕 

 

松風学園の再整備について、工程の変更や工事の進捗状況などにより事業費の変更が見込

まれるため、事業費の補正を行います。 

 

◆実施概要 

     ①増額補正  30百万円 

      工程変更を踏まえた山留工事等の実施 

②減額補正 ▲137百万円 

工事進捗を踏まえ、日中活動棟新設工事にかかる経費を減額 

※あわせて、債務負担行為の限度額を変更（「３．債務負担行為補正」（１）イ参照） 

 

◆補正内容 

  山留工事等の実施に伴う増額補正 及び 事業進捗による減額補正 

 

 

ケ 市営住宅整備事業                    ▲164百万円〔国費▲53 市債▲111〕 

 

さかえ住宅建替事業における解体・擁壁その他工事について、着工時期の遅れが生じたた

めに今年度分の工事出来高が減少することに伴い、工事費を減額します。 

     ※あわせて、債務負担行為の限度額を変更（「３．債務負担行為補正」（１）イ参照） 

 

◆補正内容 

工事の出来高の変更に伴う減額補正 
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コ 消防車両購入費             ▲136百万円〔国費▲41 市債▲93 一般財源▲2〕 

 

 消防車両の購入について、半導体不足等の影響により入札不調となり、年度内納車が困難

となったことから、該当車両の調達にかかる経費を減額します。 

※あわせて、債務負担行為を設定（「３．債務負担行為補正」（１）ア参照） 

 

◆補正内容 

  事業進捗に伴う減額補正 

 

 

サ 小中学校整備事業                     ▲187百万円〔国費▲8 市債▲179〕 

 

学校建替えにおいて、事業進捗等により当初想定から変更となった工事について、事業費

を減額します。 

 

◆実施概要 

    ①上菅田笹の丘小学校 ▲106百万円 

校舎建築工事の地中障害等の遅れにより、校庭整備工事を令和５年度から令和６年度の２

年間で実施することとし、今年度の工事出来高が減少することに伴う事業費の減額 

     ※あわせて、債務負担行為を設定（「３.債務負担行為補正」（１）ア参照） 

      

    ②万騎が原小学校 ▲81百万円 

地元調整などにより工事着工時期に遅れが生じたため、今年度の工事出来高が減少するこ

とに伴う事業費の減額 

     ※あわせて、債務負担行為の限度額を変更（「３.債務負担行為補正」（１）イ参照） 

 

◆補正内容 

 工事の出来高の変更に伴う減額補正 

 

２．９月補正予算案で活用する一般財源と市債 
（１）一般財源 2,886 百万円 

今回の補正予算案で必要となる一般財源は、2,886 百万円です。これについては、次のとお

り活用します。 

・前年度繰越金：139 百万円（令和４年度一般会計決算剰余金の1/2（7,631 百万円）） 

 

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金：2,747 百万円 
 

（参考）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の状況       

     （単位：百万円） 

項目 交付上限額 執行見込額 差引 

低所得世帯支援枠 8,504 （５月補正）11,302 △2,798 

推奨事業メニュー分 9,313 （当初予算） 3,350 
（５月補正） 5,290 
（９月補正） 2,747 

1,664 
国庫補助事業分 3,737 

合計 21,554 22,689 △1,135 

※「低所得世帯支援枠」の交付上限額を超えて活用していますが、現在の交付上限額は、令和３年度住民税非課税世帯

等臨時特別給付金による支給世帯数に0.7を乗じた値を基に決定されており、今後、追加交付がある見込みです。 

※ 

予算議案２ページ 予算説明書 13ページ 
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（２）市債 473 百万円 

市債は、中期計画における「４か年活用額：5,300 億円」のもと、計画的に活用しており、

今回の補正予算案では、国庫補助事業の認証増などにより、市債を 473 百万円追加で発行しま

す。 

                                     （単位：百万円） 

項目 
当初予算 

Ａ 

９月補正後現計 

Ｂ 

補正額 

（Ｂ－Ａ） 

市債 114,803 115,276 473 

 建設債 102,803 103,276 473 

 臨時財政対策債 12,000 12,000 - 

 

３．債務負担行為補正（予算外義務負担の追加・変更） 
 

（１）一般会計  ６件 
ア 新たに予算外義務負担の設定を行うもの 

事 項 期 間 限度額 

消防車両製造請負契約の締結に係る予

算外義務負担 
令和６年度 210百万円 

【設定理由】 

消防車両の購入について、半導体不足等の影響により年度内での履行ができないため、

新たに予算外義務負担を設定します。 

 

事 項 期 間 限度額 

上菅田笹の丘小学校校庭整備工事請負

契約の締結に係る予算外義務負担 
令和６年度 180百万円 

【設定理由】 

上菅田笹の丘小学校建替工事について、校舎建設の遅れにより校庭整備工事の工期が

変更となったため、新たに予算外義務負担を設定します。 

 

イ 予算外義務負担の変更を行うもの 

事 項 期 間 限度額 

松風学園（日中活動棟）整備

工事請負契約の締結に係る予

算外義務負担 

令和６年度 
変更前 470百万円 

変更後 930百万円 

【変更理由】 

松風学園の日中活動棟整備工事について、工程の見直しなどにより後年度の支払見込

額が増額となるため、予算外義務負担の限度額を変更します。 
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事 項 期 間 限度額 

さかえ住宅解体・擁壁改修等

工事請負契約の締結に係る予

算外義務負担 

令和６年度 
変更前 690百万円 

変更後 860百万円 

【変更理由】 

さかえ住宅解体・擁壁その他工事について、工程の見直しにより後年度の支払見込額

が増額となるため、予算外義務負担の限度額を変更します。 

 

事 項 期 間 限度額 

尾張屋橋住宅擁壁改修工事請 

負契約の締結に係る予算外義 

務負担 

令和６年度 
変更前 16百万円 

変更後 37百万円 

【変更理由】 

尾張屋橋住宅建替事業に伴う擁壁工事について、関係機関との協議の結果、工事内容

の変更が必要となったため、予算外義務負担の限度額を変更します。 

 

事 項 期 間 限度額 

万騎が原小学校体育館建替工

事請負契約の締結に係る予算

外義務負担 

令和６年度 
変更前 710百万円 

変更後 890百万円 

【変更理由】 

万騎が原小学校体育館建替工事について、物価高騰等による工事費増額に伴い、予算

外義務負担の限度額を変更します。 

 

（２）特別会計  １件 

ア 新たに予算外義務負担の設定を行うもの 

 （ア）市街地開発事業費会計 

事 項 期 間 限度額 

旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事

業基盤整備工事請負契約の締結に係る

予算外義務負担 

令和６年度から 

令和８年度まで 
25,000百万円 

【設定理由】 

旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業に伴う基盤整備について、年度を越えた工事

契約を締結するために、新たに予算外義務負担を設定します。 

 

 

＜添付資料＞ 

 ○資料 令和５年度９月補正予算案について《総括表》 
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令和５年度９月補正予算案について《総括表》

１　歳入歳出予算補正

（１） 電力・ガス・食料品等価格高騰対策

（単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債 一般財源

755 0 48 0 0 707

648 0 27 0 0 621

2,016 0 1,034 0 0 982

122 0 0 0 0 122

282 0 0 0 0 282

33 0 0 0 0 33

3,856 0 1,109 0 0 2,747

（２） 脱炭素など基本戦略の推進 （単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債 一般財源

80 0 0 0 0 80

110 45 0 1 0 64

190 45 0 1 0 144

（３） その他の事業補正 （単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債 一般財源

3,365 0 3,365 0 0 0

▲ 107 0 0 0 ▲ 106 ▲ 1

11 0 11 0 0 0

▲ 164 ▲ 53 0 0 ▲ 111 0

脱炭素など基本戦略の推進
（４事業）　小計

資源

プラスチックごみ分別・リサイクル拡大に向けた
広報啓発事業

・３Ｒ広報啓発事業
・適正処理総務管理費

健福 介護サービス継続支援事業

子育て世代への住宅省エネ化支援等
・省エネ住宅普及促進事業
・住宅施策推進事業

環創
新規就農者育成総合対策費
（農政推進事業）

建築 市営住宅整備事業

電力・ガス・食料品等価格高騰対策
（10事業）　小計

事業名

健福 松風学園改築・改修事業

建築

事業名

環創
畜産業者物価高騰対策支援事業
（市内産農畜産物の生産振興事業）

医療 医療機関物価高騰対策支援事業

医療 公衆浴場燃料価格等高騰対策臨時支援事業

健福

社会福祉施設等物価高騰対策支援事業
・障害者施設等物価高騰対策支援事業
・高齢者施設等物価高騰対策支援事業
・救護施設等物価高騰対策支援事業

こども
健福

民間社会福祉施設整備における建築資材価格高騰
対策支援事業

・保育所等整備における物価高騰対策支援事業
・特別養護老人ホーム整備等事業
・地域密着型サービス事業所整備等事業

一般会計

事業名

こども 児童福祉施設等物価高騰対策支援事業

資料
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（単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債 一般財源事業名

1,751 963 0 0 787 1

40 20 0 0 20 0

190 95 0 0 95 0

36 12 0 0 24 0

▲ 136 ▲ 41 0 0 ▲ 93 ▲ 2

49 16 0 0 36 ▲ 3

▲ 187 ▲ 8 0 0 ▲ 179 0

4,849 1,005 3,376 0 473 ▲ 5

8,895 1,050 4,485 1 473 2,886

事業費 国費 県費 その他 市債 一般財源

1,902,222 398,492 110,524 178,881 102,803 1,111,522

3,331 3,331 0 0 0 0

17,863 0 1,271 0 0 16,592

8,895 1,050 4,485 1 473 2,886

1,932,311 402,873 116,281 178,881 103,276 1,131,000

２　債務負担行為補正

（単位：百万円）

局名 限度額 国費 県費 その他 市債 一般財源

210 41 0 0 162 7

180 0 0 0 175 5

補
正
前

Ｒ６ 470 0 0 0 464 6

930 0 0 0 920 10

その他の事業補正
（11事業）　小計

消防 消防車両購入費

教育 市立学校ブロック塀対策事業

港湾 本牧ふ頭再整備事業

道路 街路整備費

Ｒ６

教育
上菅田笹の丘小学校校庭整備
工事請負契約の締結に係る予
算外義務負担

Ｒ６

健福
松風学園（日中活動棟）整備
工事請負契約の締結に係る予
算外義務負担 補

正
後

消防
消防車両製造請負契約の締結
に係る予算外義務負担

Ｒ６

一般会計

名称・設定期間

現計予算

当初予算

４月専決

５月補正

９月補正案

一般会計（25事業）　合計

【参考】５年度予算額の推移

教育 小中学校整備事業

港湾 大黒ふ頭自動車専用船岸壁改良事業

港湾 土木関係修繕費

※「一般財源」欄は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（2,747百万円）を含んだ数値
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（単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債 一般財源事業名

補
正
前

Ｒ６ 690 144 0 0 543 3

860 213 0 0 636 11

補
正
前

Ｒ６ 16 0 0 0 15 1

37 0 0 0 36 1

補
正
前

Ｒ６ 710 31 0 0 678 1

890 80 0 0 800 10

（単位：百万円）

局名 限度額 国費 県費 その他 市債
一般会計
繰入金

25,000 1,550 0 2,269 21,181 0

特別会計

名称・設定期間【会計名称】

都整

旧上瀬谷通信施設地区土地区
画整理事業基盤整備工事請負
契約の締結に係る予算外義務
負担
【市街地開発事業費会計】

Ｒ６～Ｒ８

教育
万騎が原小学校体育館建替工
事請負契約の締結に係る予算
外義務負担 補

正
後

Ｒ６

建築
さかえ住宅解体・擁壁改修等
工事請負契約の締結に係る予
算外義務負担 補

正
後

Ｒ６

建築
尾張屋橋住宅擁壁改修工事請
負契約の締結に係る予算外義
務負担 補

正
後

Ｒ６
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